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IoT/AI 活用研究小委員会は，土木分野における生産性向上や社会インフラ分野における新たな価値の創

造を実現するための，IoT/AI の適用方法や課題についての調査研究を目的として，2018 年 6 月に設立され

た．主な活動として，IoT/AI の課題に対する取り組みの調査・研究，および IoT データの AI による分

析・活用の研究を中心に行う．また，IoT/AI の技術領域は，業界内や業界横断でのオープンイノベーショ

ンが重要であることから，当小委員会では，他学会，土木学会内の他委員会等との連携活動を行っており，

講演や寄稿についても積極的に対応している．研究活動を通じて，Society 5.0 の社会を早期に実現するた

めには，人と AI の協力，および業界内や業界横断での協力が重要であることを伝えていきたい． 
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1. 研究活動の目的 

土木分野において，IoT/AI による生産性向上と新たな

価値創造を実現するために，IoT/AI の課題に取り組む研

究を調査するとともに，現在入手可能な IoTデータを対

象に，AI による分析・活用方法を研究することを目的

とする． 

また，これらの調査・研究結果に基づき，土木技術者

が IoT/AIを利活用するための情報提供を行うことを目指

している． 

 
2. 研究の概要 

(1) IoT/AIの課題に対する取り組みの調査・研究 

土木分野において，IoT データを収集・加工し，深層

学習を中心とした AI 技術を適用するには，継続的なデ

ータの収集問題，必要なデータの共有問題，データ前処

理工程の煩雑性，教師データの確保の問題，求められる

精度の問題，原因解析の問題，制度的障壁等，AI 共通

の問題や土木分野特有の問題がある．これらの課題解決

に向けた取り組みに関する調査を行い，土木分野で

IoT/AI が適用可能となる範囲と必要な対策についての研

究を行っている． 

 

(2) IoTデータのAIによる分析・活用の研究 

現在取得可能な土木特有の IoTデータを対象に，AI分

析を行うための手順を整理するとともに，手順を効率化

するために必要な手法についての調査・研究を行い，土

木技術者が IoT/AIを活用するための情報提供を行うこと

を目指している．ここでは，主に稼働データ，点検デー

タ，および防災関連のデータを対象とし，入手可能な情

報を選定して取り組んでいく． 

 

(3) 新たな研究テーマの検討 

Society 5.0 は，経済発展と社会的課題解決の両立によ

り，広く人間が恩恵を享受することを目指したものであ

り，国連サミットで採択された，持続可能な開発目標

（SDGs）を達成するための手段であると言われている．

土木分野においても，持続可能な社会インフラの構築を

目指す上で，人的課題，コスト的課題，技術的課題等，

解決の難しい課題に，業界内や業界横断のオープンイノ

ベーションにより取り組んでいく必要がある．これを踏

まえ，先端的情報技術やオープンイノベーションの動向，

および土木分野でのニーズを調査し，IoT/AI に関する新

たな研究テーマの検討を行っていく． 
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(4) 他学会，他委員会等との連携活動 

IoT/AIは，Society 5.0の中核であり，オープンイノベー

ションが必要とされる技術領域である．このため，他学

会や土木学会の他委員会等の IoT/AI関連の研究活動と連

携し，研究活動を推進することを目指している．また，

講演や寄稿にも積極的に対応している． 

a) 電子情報通信学会・情報処理学会との連携 

一般社団法人電子情報通信学会，一般社団法人情報処

理学会，および公益社団法人土木学会により，最先端の

ICT を利用した土木分野の変革を目指して，2018 年度よ

り 3 学会連携企画が行われている．当小委員会では，

「IoT/AI を活用したスマートメインテナンス」と題して，

第 43 回土木情報学シンポジウム（2018 年 9 月）の特別

セッションの企画，および電子情報通信学会総合大会

（2019年 3月）の企画セッションへの参加を行った．そ

の後，連携企画の関係者により，スマートメンテナンス

の研究会を，学会間連携で立ち上げることになった． 

b) 地理情報システム学会との連携 

GeoAI を研究している一般社団法人地理情報システム

学会 IoT×GIS 分科会と連携し，勉強会への参加や，地

理情報システム学会学術大会の企画セッションへの協力

等を行っている．また，地理情報システム学会の学会誌

「GIS－理論と応用」への寄稿も行っている． 

c) 日本鋼構造協会機関誌への寄稿 

一般社団法人日本鋼構造協会からの依頼で，JSSC 会

誌 No.36（2019 年 1 月）の「特集：鋼構造のこれから－

技術革新を展望する 次世代鋼構造への動き」に，「次

世代社会インフラを可能にする IoT/AIの積極的活用に向

けて」と題して寄稿している． 

d) AI関連3小委員会連携 

土木学会の他委員会で，AI に関連する研究小委員会

が複数立ち上がっており，地震工学委員会の AI・IoT 技

術の地震工学への有効活用検討小委員会，および構造工

学委員会の構造工学での AI 活用に関する研究小委員会

と，AI 関連 3 小委員会として連携している．気象災害

軽減コンソーシアムが主催する気象災害軽減イノベーシ

ョンフォーラム「防災×AI」の第 5 回（2018 年 11 月），

第 6回（2019年 8月）を，3小委員会で後援している． 

 

3. まとめ 

Society 5.0 が目指す社会を早期に実現するためには，2

つの”協力”が鍵となる． 

一つ目は，人間と AI の協力である．IoT/AI が今後広

く活用されると，人間は，今までインターネットで知識

を補強してきたように，AI で技術を補強するようにな

り，仕事をする上で欠かせない“道具”となる．また，

Society 5.0 では，人間が誰でも快適で，活力を持ち，質

の高い生活ができることを最終的な目的としいる．これ

らのことから，AI は人から仕事を奪う存在ではなく，

数々の難題を解決するために協力するべき存在である． 

二つ目は，業界内・業界横断の協力である．Society 

5.0 の社会を実現していくためには，現状からの大きな

変革が必要であり，各々の業界の仕組みから変えていく

必要がある．このため，個社の努力だけでは実現は遠く，

業界内・業界横断で，それぞれの得意分野を連携させる

協力体制を築く必要がある． 

これらの協力を推進することで，人間中心の便利な社

会が早く実現し，長く持続させることが可能になる．当

小委員会では，研究活動を通じて，この 2つの協力が重

要であることを伝えていきたい． 
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